
黒石養魚場事業概要
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I と凶・きんぎよ増殖事業

イ目的

県内VL:t~ける淡水養殖の振興に寄与するため

河川、溜池K放流する稚魚の生産及び卵の配布を主?となう。

ロ内容

卜¥
使用親魚数 採卵数 配布申請数

♀ ぢ 稚魚卵
稚魚竹i7卵7警

て7 ゴイ 2 1 3 9 
2 6σ万枚一1一4一9一.5万尾戸1一1一8一5万粒 子F尾

ニシキゴイ 1 4 2 0 1 2 0 I 1 8. 8 I 1 2 9. 2 υ 4. 1 7 1. 1 

キンギヨ 1 6 3 5 5 I I 2 2 7. 7 0.5 I 2 

ハ結果及び考察

マコ・ィ、エシキゴイの稚魚配布数は毎年大差な加が 3.3m'当hの生産尾数はマゴイ 1，5 0 0尾

ニシキゴイ 180尾f非常K大きな差が見られるO その原因につ加て色々考察を試みたが不明の

点、が多ν、o
E にじます・かわます増殖試験
イ目的

冷水性の淡水養殖魚であるとしてニジマス、カワマスの養殖業振興のためKとれら養殖業者K

対し、卵、稚魚を供給するとともにとれらマス類養殖の普及指導をはかるO

ロ内容

空!?j採同

ハ結界

ニジマスにつ加ては卵、稚魚、の生産が軌道K乗り、毎年 40万粒の採卵が確保出来るよう K弁

ったoカワマスは相坂養魚場から移殖した魚体から本年度初めて採卵し 8万粒の卵よ't28，800

尾の稚魚を生産した。

直 ニジマス非産卵魚の生態調査

イ目的

黒石養魚場で飼育してW るニジマスは満5年ア成熟し採卵出来るが、そのうち正常に採卵出た

るのは♀全体の半数十ても達せず、その他は通称"銀毛"と凶ツて成熟しな凶ま』次年度採卵用親
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魚として継続飼育される。しかしとれらの個体が果して期待通り翌年採卵出来るかどうか、また

銀毛を淘汰の対象として適当か否かにつ加て検討する。

ロ 誠査内容及び方法

今年度抱卵しなかった個体に標識(脂鰭切除Kよる〕をつけ、他の正常な親魚と混合飼育し、

2ク月に一回 10-2 0尾を解剖した。測定項目付、全長、体重、体高、肝臓重量、卵巣重量、卵

数、卵径、胃内容(異物の有無〕等ママ卵巣の成者!日過程:ζ重点を置凶たc支えs.s径の摂1)定は容量法

Kょったo即ちホルマリン固定した卵巣卵(ま完全な潔形引は乏しゃ h角のっしぺた形をして凶る

のア直接卵径を測定するととが出来1.l:¥/)0 したがって個々陀分離した卵 100-2QO偲を予め

水を半分程入れた 10-25C.C.のメスシ 1)ンダーに入れ、増加した容量から卵径を計算した。

ハ 調査結果及び考察

(1) 銀毛出現率は 42年4月調査?は満3年魚の♀のうち

採卵可能の個体 1 8 5尾 ( 4 5 % ) 

未抱卵魚 2 2 8尾 ( 5 5 ~軍)

アあった。

(2) 銀毛を継続飼育すると次のようtてなるo
次年度採卵可能のもの 5 7尾 55% 

次年度も抱卵しな凶もの 1 5 1 4 

次年度使用可能の合 1 7 1 6 

次年度も成熟しな凶O 1 5 1 4 

とのように舎が混入するのは選別の際未熟のため♀と区別がつかな加えめマヘ何れKしでも

成熟が遅れて凶るととに変bはな凶o また満 4年飼育しても全〈成熟し念凶個体が♀ Sとも、

30%出現して凶るO

(3) ~ß の成熟状況は第 1 回のよう K なって:t" .t、卵径は 7月以降徐々 に大きぐなるが、特('l:9--

1 2月の聞の伸びが大き凶oそれに比べて卵巣重量は 10月よタ 12月の聞の増加が目立ちわ

ずかながら卵径のそれよ bも時期的ずれが見られる。

卵径、卵巣重量とも 12月-2月まザ成熟が停止しているのは、飼育水として川水を使って刷

るためとの聞は極端に水温が低下するからマ・ibるO

(4) 抱卵数は第 2回K示ナと沿b非常Kパラツキが大き怖が、一応直線回帰と見倣ナと
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第 1図時期別卵巣重量及び卵径
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y : 卵数

x : 全長
となる。卵数の偏差は土 445粒となって凶る。

Y = 6 7. 2 1 x - 7 6日

300~ 1. 第 2図全長と抱卵数

Y = 6 7. 2 1 x - 7 6 0 
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(5) 第 2図中。印は正常在伺体の抱卵数ア僅か 6例陀過ぎな加が、銀毛より若干多凶ょうア

あるD

(6) 銀毛を淘汰の対象としてよ凶かどうかとの調査結果から直ちに結論を出すととは早急K

過ぎるかも知れな凶が、成熟が一年遅れ、しかも継続飼育して次年度K半数しか抱卵しな

凶状懇を考えると淘汰の対象とするのが適当アはな凶かと恩われる。
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表査調体魚スマジ

日

必全長体重体高肝重い卵巣長興 卵 数 γ| 胃内容その他
1 1 5 O. 0 1 1 430 1 1 O. 5 1 1 3. 1 1 0 1 1 O. 2 

2 1 4 2.5 I 680 I 7. 8 I 6. 6 I 0 I ~~ 6 01.  6 
3 1 3 5. 0 1 500 1 7. 5 1 7.7 I 0 I 5: 3 

44  0.0760 I 8. 8 I 9. 8 I 0 I ~ 6 0 
5 I 3 8. 0 I 570 I 7. 6 I 8. 1 I 0 I~:.0 0 
6 1 4O. 0 1 6508.0 1 9.0 1 0 
一一一ートー

7 I 3 7. 0 I 60 5 I 7. 5 I 8. 4 I 0 I ~'.5 5 
8 141.016801 7.818.5077..0  0 
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ジ マ ス 魚 体 調 査 表

41 年 6 月 1 1 日

引三7;1111;ll4ll;
胃 内容その他

司7干寸7工川i〔i:1計::::::下百出一弓ヨゲjバ芋ιづ-叶一トι一一ぺII I~ζ;ぷ蹴
卜τ工主口μZ叫己fif竺f斗~~竺1一斗iιilい4. 4 1 l'小相iト阿、沼石 1 竺1個

5 日-10111躍

二一十-1710 I 3 5. 5 1 475 1 8. 2 1 3. 6 I 0 1 • ~. ~ I o. 2 I I 1 0-5棚 4個

4個

1個

" 

1 07lllll 

" 

:::::ご;:?と:十十組叶--+---1 1 0蹴 2個

七~:1 :#~a;-H-o_j三日γ~- 1--I I'~，'~ 57lll1l 1個2個1 0施躍
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ニジマス魚体調査表

41 年 9 月 7 日





ニジマス魚体調査表

41 年 12 月 13 日
>1.-，晶一#ナ 11"哩ヨE



表査面高体魚スマジ

日

A丘 全長 胃内容その他

1 4 4.5 

2 4 5.5 1 120 小石 1 0蹴 2儲

3 3 9.5 715 fI 8蹴 1個

4 4 O. 7 865 

5 3 7.8 755 

6 3 9.0 730 小石 5-3糊 4個

7 4 2. 0 910 

8 4 1. 5 1065 
ト一一一一 一

9 4 1. 5 735 
トーー

10 4 2.0 93日

11 4 3.5 98日
ト一一

12 3 8.5 76日 小石 5-3蹴 2個

13 3 9. 0 780 。 B隅 1個

14 4 0.5 830 

15 4 0.5 守50

16 3 8.5 1045 rj活 8-5概:d]if，j
一一一一一一 a ー
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ニジマス魚体調査表

42 tifa 3 月 13 日



表査調体魚スマジ時

一
日

" 
" 

卵径i 宵内容その他

臥 51 I発熱 〈前年度採卵した倒

0.531 " 休で銀毛と比較す

るため卵数を測定
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